
【入選】

ぼくは、テレビでじしんをみました。「いえ」や「どうろ」がくずれていて、み

ているだけでむねがどきどきして、とてもこわかったです。そんなこわいときに、

「ぼくのかぞく」にでてくる男の子は、いえがゆれていても、かぞくにこえをか

けて、かっているうしもみにいったので、とてもゆうきがあってすごいとおもい

ました。

そして、２かいめのゆれのときには、小さなおとうとをおんぶしてひなんしま

す。ぼくにも２さいのおとうとがいるけど、大きなじしんがきたら、この男の子

のようにできるか、かんがえました。男の子は、じぶんのかぞくがとてもすきで、

だいじだからゆうきがわいてくるんだとべんきょうをしてわかりました。

ぼくは、２さいのおとうととおもちゃのとりあいをして、よくけんかをします。

おとうとが、だまってとるからわるいとおもっているけど、大きなこえでないて

いるかおをみると、ぼくもかなしくなってきます。そんなとき、ぼくはおとうと

におもちゃをゆずります。そしたらおとうとは、

「れんくん、ありがとう。」

となみだのいっぱいついたかおでわらうので、かわいいです。

おかあさんのおなかには、もうひとりおとうとがいて１０がつにうまれます。

ぼくは、またあたらしいおとうとに、あうことをたのしみにしています。おとう

とがうまれたら、「だっこしたい。」「ミルクをつくってあげたい。」といまからし

たいことがいっぱいあって、わくわくしています。うまれてくるおとうとのため

に、ぼくができることをがんばりたいです。
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